
白川町教育委員会だより ＮＯ.１２ 令和６年３月１日

白川町では、小・中学校教育の方針を『身体をつくり、言葉を育て、「志の芽」を培う ～体験を通
して～』とし、その重点の１つに、「ふるさと教育」を掲げ、ふれあいを大切にし、ふるさとを愛し誇
りに思う心を育てることを推進しています。各学校では、教科の授業をはじめ、行事や学級活動などの
場において、可能な限りふるさとの人・自然・産業・伝統・文化を取り入れ、体験活動を通して地域の
方々とふれあう時間を大切にしています。特に自然体験、伝統文化体験、福祉体験、森林活動体験、農
業体験、環境保全活動など、それぞれの地域ならではの活動を実施することができ、各校が特色ある教
育活動を充実させています。

学年 学年で 全校で 学年で 全校で

　・SDGｓ学習【キャリア】 　・ふるさと教育（蘇原地区） ・伝統芸能（三味線）  ･黒中応援舞

　・起業家体験【キャリア】 　・ふるさと教育（佐見地区） ・伝統芸能（歌舞伎）  ･わかたけ編集

　・防災学習【防災】 　・ふるさと教育（白川・白川北地区） ・伝統芸能（箱岩太鼓）  ・地域清掃

　

学年で 全校で 学年で 全校で 学年で 全校で 学年で 全校で

　・歴史、文化 　・福祉体験 　

 ・伝統芸能（歌舞伎）

　
 ・田植え、餅つき

　・伝統芸能（歌舞伎）

　・図書館教育 　・書写 　 　・全校登山

　・クオーレ 　・炭焼き、火起こし
　

 ・夢キャンプ

　・間伐体験

　

　・自然・環境

　・体力づくり

　・森林、炭焼き 　

　・学級菜園

　・伝統芸能(郷倉太鼓、獅子舞）
　

 ・全校登山

　・源流観察、カワゲラウオッチング

　・黒川遊び

　・お茶 　・お茶 　・豆腐づくり 　・お茶

  ･一輪車

　・施設、お店見学

　・歯と口の健康

　・町探検 　

　
　・歯と口の健康

　・地域探検 　・町探検

　

　・水泳指導

　・一輪車

　・栽培、収穫 　・栽培 　・野菜栽培 　・野菜栽培
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　白川町内小・中学校における「特色ある教育活動」
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さらに紙面の右側には、食教育、読書活動など

町内すべての学校で大切にしているものを掲載

しました。このように白川町では小１から中３

までの９年間を通して、生きる力の基本である

「身体」をつくること、「言葉」を育てること

を大切にしています。

この紙面では現在の「４小２中体制」での小

中一貫教育の取組を掲載しました。これが将来

的に「３小１中体制」、さらに「義務教育学

校」という体制になっても、「体験を通して、

身体をつくり、言葉を育て、“志の芽”を培う」

という９年間の一貫教育を実現していきます。

この図は令和４年度の各学校における「特

色ある教育活動」を一覧にしたものです。学

年ごとに実施されているものと全校体制で実

施されているものに分けてみました。この他

にも多様な活動を行っていますが、紙面の都

合で掲載していません。また、コロナ禍のた

め実際には十分に活動できなかったものもあ

りますが、今後も継続していきたいと思うも

のは掲載しています。

これを見ると、町内の４小学校２中学校で

はどんな経験をしているかがよく分かります。

白川の子どもたちが、白川の自然や文化に

触れる体験、地域の人々と触れ合う体験を通

して、自分の将来に対する が培われ

ていくことを願っています。➚
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志の芽

佐見小学校では、地域の方に、「ふるさと
先生」として、年間を通して学校の教育活動
に参加してもらっています。野菜栽培、佐見
歌舞伎、佐見とうふづくりなど、佐見の文
化・環境を活かして活動する各分野の達人に
教えていただくことで、より深い学びができ
るとともに佐見の魅力を共有することができ
ています。また、尾城山の全校登山では、地
域の方が事前に山道を調査し、倒木の処理や
橋の補強等の整備をしてくださるおかげで安
心・安全のもと実施することができています。
こうした活動が、全国版の教育情報誌に「地
域全体が子どもを育む『先生』」として取り
上げられ紹介されました。



鶯のさえずり（「ひとなる」編集日記）
温かくなってきたと思っていたら、急激に気温が下がり、雪までチラリ。寒暖差が激しく体調管理が難しい

と感じています。草木たちも花を咲かせて良いものなのかと迷っているのか、それでも我が家の裏庭の梅の木
は満開の花を咲かせています。寒さに負けることなく、今年もたくさんの実がなることを祈る毎日です。

今年は梅干しと梅ジュース以外にも挑戦しようと考えているK鶯

令和５年度「ひびきあい活動」表彰

【人権文化あふれる学校賞】黒川中学校

【ひびきあい賞】白川小学校 白川中学校

令和５年度岐阜県ふるさと教育賞表彰

【優秀賞】蘇原小学校 佐見小学校 黒川中学校

令和５年度児童生徒の体力優良校表彰

【体力優良校】蘇原小学校

黒川中学校では、生徒会の主催による３年生を送る会が行われました。生徒会の４本柱「挨拶・学
習・黙働・合唱」を受け継ぐ在校生による取組の発表があり、これまで大切に引き継がれたことをた
だ受け継ぐだけでなく、自分たちだからこそできることを考え、高めていこうとする姿がありました。
また、３年生の一人一人から中学校での経験をまとめた「３分間の語り」がありました。自分がつか
み取った大切にしている想いを、下級生に熱く語り継ぎました。

１年間の成長の証として、各学年の成果と合唱を発表しました。自分たちの成長をいかに表現す
るのかを考え、寸劇を交えながら、一人一人の活躍の場がある素晴らしい発表でした。また、各学
年の合唱は、精一杯の練習を積み重ねた故の自信にあふれた合唱でした。この１年間、現状に満足
することなく、未来を見据えながら、新しいことに挑戦し続けてきたからこそ、やりきったという
満足感と達成感でいっぱいの素敵な会となりました。

黒川中学校 ３年生を送る会

白川中学校 つなぐ会
２月２０日（火）

２月１４日（水）

４本柱の活動が引き継がれて
きた訳について誰もが理解し、
今の自分たちと照らし合わせな
がら、よりよいものを追い求め
ていきます。

「まずやってみる」「継続する」
「小さな自信を積み重ねる」等、
中学校３年間の経験から得た
熱い思いを語ります。実感がこ
もった素晴らしい語りでした。

どの学年も表現力豊かな発表
でした。誰もが堂々と発表する
姿から、一人一人の成長が十
分に表れていました。

各学年の合唱はもちろんのこと、
全校合唱「ふるさと」も見事で
した。保護者や先生方からも合
唱のプレゼントがありました。

加茂郡教育実践記録審査会

【最優秀賞】

黒川中学校 今井 慶太 教諭

黒川中学校 小平 正俊 教諭

【優秀賞】

佐見小学校 鈴木 美咲 養護教諭

黒川中学校 大山 心子 養護教諭


